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●想定パートナー
農協関係者、集落営農組織、６次産業実施者、市町村関係者

●応用分野
農業振興計画、農業集落実態調査

●研究内容
　当該研究では、農業関係者や農業生産者への聞き取り調査を中心とする現地調査を実施し、地域農業の実

態や６次産業が農村地域に果たす役割を把握するとともに、地域が抱える課題を抽出して、地域振興策や課題

解決のための対応策を検討する際の基礎データの提供を行う。

　これまでに北海道を調査対象として、農業分野における雇用労働力不足の問題、水稲生産者の実態調査、

営農計画策定支援に関する実態調査、農協の准組合員対応に関する調査などに携わってきた。これらの分野

を含め、地域農業に関する様々な課題に対してフィールドワークを実施し、その調査結果の分析・検討を通じて

課題解決のための提言を行うことを目指している。

●その他
前職の北海道地域農業研究所では、北海道の農業・農村に関する調査・研究に携わっておりました。農村にお

けるフィールドワークとともに、農業関連産業や農業を活用した地域振興に関心を持っています。

地域農業の実態把握と地域振興に関する研究
６次産業と地域の活性化に関する研究
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